


























要約:県下の保育所、幼稚園、小中学校の全部 899 施設に対しアンケート調査を行い、570

施設 63.4%から回答を得た。このうち「虐待例の経験がある」は 179 (314%)存在し、今後

教育現場との連携も重要であることが明らかになった。保健所での調査では 6保健所で対

策システムが作られており、虐待予備群の早期発見と援助活動における保健所の中心的な

役割が確認された。昨年に続き病院小児科、保健所、児童相談所を対象とする 1994 年の

新規症例調査で 17 例を見出した。また、昨年報告した被虐待児 73 例(死亡 2例を除く)の

追跡調査を行い、35.6%に虐待の再発がみられた。最後に、実態調査や現状調査で見出し

た症例を分析し、今回は関係機関との速やかな連携で患児を早期発見し救命し得た熱傷の

1例について報告した。


